
群馬県富岡市 市川 素 農業・林業

【年 齢】
33歳

【出身地】
京都府 京都市

【転出元】
千葉県 木更津市

【前 職】
国際協力機構（JICA）

【活動時期】
R４.７～

私は地域おこし協力隊を通じて、日本の養蚕文化を日本
や世界に伝え、新しい令和の時代にも魅力ある日本の原風
景として残していきたいと考えています。
青年海外協力隊（現JICA海外協力隊）として派遣された、

インドでの養蚕農家支援の経験を活かして、日本のこれま
での養蚕技術に加えて、新しい視点で養蚕に取り組み、見
る人を惹きつける発信をしていきたいと考えています。

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
Facebook https://www.facebook.com/tomiokashi.chiikiokoshi/

まずは研修を通して養蚕を学び、今後の新規就農を目指
して頑張っていきたいと思います。また、活動を通じて富
岡市の地域と関わり、地域を学び、地域の人々と交流して
いきたいと考えています。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●養蚕農家さんの下で研修
地域の養蚕農家さんの元で研修させて頂き養蚕の

基礎を学んでいます。同じ養蚕と言えど農家さんに
よって飼育方法や道具・設備、作業の時間帯や大事
にしているポイントまで人それぞれで大変興味深い
です。私も自分に合った養蚕スタイルを徐々に考え
ていきたいなと思います。

●養蚕デビュー
今年度最後となる、そして私のデビュー戦となる

晩晩秋の養蚕がスタートしました。
約3万頭のお蚕さんを受け取り、せっせと桑をやっ

たり、ストーブを付けたり消したりの温度管理をし
たり、お蚕さんをのぞき込んでご機嫌を伺っており
ます。研修で教わったことを思い出しながら試行錯
誤を繰り返しています。

●社会貢献型インターンシップ「クラダシチャレンジ」
大学生8名が富岡市を訪問し、養蚕農家での養蚕研

修や若手農家との座談会等を通じて、養蚕振興やシ
ルク商品のPRについて考えてくれました。私の研修
先の農家さんにも2名の大学生が来てくれて、桑の伐
採や蚕への桑やりを手伝って頂きました。これまで
繋いできた歴史や伝統を必死に守ろうとする農家さ
んや関係者の方々がいることを県外の若い方に知っ
てもらうとても貴重な機会になりました。
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